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Patch Test Reactions to the Acetone－Soluble Fraction of Human
Danderin Atopic Dermatitis
（アトピー性皮膚炎におけるヒト皮垢アセトン可溶性分画によるパッチテスト
反応）
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［目　的］
ヒト皮垢はアトピー性皮膚炎患者においてしばしば1型および1V型皮膚アレルギー反応を惹き起こ
し、本症の悪化因子と見なされている。従来の報告では、ヒト皮垢をアセトンで脱脂した水溶性分画
を抗原として用い、アセトン可溶性分画は廃棄されてきた。このため、ヒト皮垢アセトン可溶性分画
が本症患者において1型あるいは1V型皮膚アレルギー反応の抗原性を有するか否かは明らかにされて
いない。そこで、本研究ではアトピー性皮膚炎患者においてヒト皮垢アセトン可溶性分画によるスク
ラッチテストおよびパッチテストを施行し、その抗原性を検討した。
［方　法］
アトピー性皮膚炎患者120名を対象とし、患者を年齢によって1）2～10歳（13例）、2）11～15歳（20
例）および3）16～45歳（87例）の3群に分けた。対象として、健常人49名および接触性皮膚炎患者20名
を選んだ。抗原の作成：健常成人の皮垢10gにアセトンlLを加えて4℃で24時間撹絆し、上清をMiHex
－SRフィルター（0．5！↓m）で濾過し、クリーンベンチ内でアセトンを蒸発させ、残る皮脂様物質（ヒ
ト皮垢アセトン可溶性分画）を抗原として用いた。スクラッチテストは抗原1．5mgを用い前腕屈側の
健常皮膚で施行し、15分後の膨疹直径が3m皿以上を陽性とした。パッチテストは抗原15皿gを上背部の
健常皮膚に貼布し、48時間後および72時間後に国際接触性皮膚炎研究班の判定基準にしたがって判定
した。アトピー性皮膚炎患者におけるパッチテスト陽性部よりpunch biopsyを行い、連続切片を作成
し、そのHE染色標本を用いて病理組織学的特徴を調べた。
［結　果］
ヒト皮垢アセトン可溶性分画によるスクラッチテスト陽性率はアトピー性皮膚炎患者において2％
（2／120）、対照群において0％（0／69）であった。
一方、ヒト皮垢アセトン可溶性分画によるパッチテスト陽性率はアトピー性皮膚炎患者において38
％（45／120）、対照群において3％（2！69）であった。この差は有意である（p＜0．001）。
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アトピー性皮膚炎患者におけるパッチテスト陽性反応は痛痺性浸潤性紅斑であり、病理組織像は表
皮のspongiosis・小水癌と単核球侵入および真皮の浮腫と単核球浸潤を示し、】V型皮膚アレルギー反
応の所見に類似した。
アトピー性皮膚炎患者における年齢別パッチテスト陽性率は2～10歳群で針％（1／13）11～15歳群で30
％（6／20）および16～45歳群で叫％（38／87）であった。16～45歳群におけるパッチテスト陽性率は2～
10歳群に比べて有意に高かった（p＜0．05）。
［考　察］
一　今回、ヒト皮垢ケセトン可溶性分画によるパッチテスト陽性反応がアトピー性皮膚炎患者において
しばしば認められること、しかし対照群においてはこの陽性反応はきわめて稀であることが明らかに
なった。パッチテスト陽性反応の臨床的および組織学的所見はアレルギー性接触性皮膚炎に類似して
いた。以上の成績より、ヒト皮垢アセトン可溶性分画によるパッチテスト陽性反応は本症患者に特異
的であり、反応の性質は1V型皮膚アレルギー反応と見なしてよいと思われる。
なお、ヒト皮垢アセトン可溶性分画は1型皮膚アレルギー反応をほとんど惹起しなかった。ししたが
って、ヒト皮垢アセトン可溶性分画はヒト皮垢水溶性分画とは異なる抗原成分を含んでいると思われ
る。
本症の発症機序は未だ不明であるが、1型アレルギー反応＋1Vアレルギー反応説が最近有力視され
ている。この説によると、本症患者においてはある特定の抗原物質に対する1型皮膚アレルギー反応
がまず起こり、これに引き続いてIV型皮膚アレルギー反応が生じ、本症の湿疹性病変が形成される
という。しかし、今回の研究結果から、ヒト皮垢アセトン可溶性分画は本症患者において1型皮膚ア
レルギー反応を惹き起こすことなく、IV型皮膚アレルギー反応を惹起することが判明した。したが
って、本症においてはI型皮膚アレルギー反応の先行がIV型皮膚アレルギー反応に必須であるとする
最近の病因論は修正を要すると思われる。
また、皮脂分泌が盛んになる思春期以降の本症患者においては脂漏部位に皮膚炎が活発になるが、
ヒト皮垢アセトン可溶性分画によるパッチテスト陽性率は16歳以上の本症患者において高率であった。
この成績から、ヒト皮垢アセトン可溶性分画は思春期～成人期本症患者の皮膚炎の発症・悪化に関与
している可能性が考えられる。
［結　論］
ヒト皮垢アセトン可溶性分画はアトピー性皮膚炎患者において1型皮膚アレルギー反応を惹き起こ
さずに、IV型皮膚アレルギー反応のみを惹起する。ヒト皮垢アセトン可溶性分画は思春期～成人期
本症の発症・悪化に関与している可能性がある。
学位論文審査の結果の要旨
アトピー性皮膚炎における従来の環境抗原作製法では、アセトンで脱脂した水溶性分画を抗原とし
て用い、アセトン可溶性分画は廃棄されてきた。このため、本症患者において環境抗原のアセトン可
溶性分画に抗原性があるか否かは不明である。本研究では、ヒト皮垢アセトン可溶性分画が本症患者
において抗原性を有するか否かを検討した。その結果、ヒト皮垢アセトン可溶性分画は本症患者の約
40％で、IV型皮膚アレルギー反応を惹起することが判明した。このことは、本症の抗原物質の検索範
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園を従来の水溶性蛋白質成分だけでなく、脂溶性成分まで広げて検討すべきであることを示唆してい
る。
アトピー性皮膚炎の発症機序に関しては、I型アレルギー反応＋lV型アレルギー反応説が近年有力
視されている。しかし、本研究では本症患者の約40％において、ヒト皮垢アセトン可溶性分画はl型
皮膚アレルギー反応を惹き起こすことなく、iV型皮膚アレルギー反応を惹起することが明らかとな
った。この結果から、1型アレルギー反応＋IV型アレルギー反応説に当てはまらない抗原物質が生活
環境内に存在することが判明した。
また、本研究は成人期アトピー性皮膚炎患者において、ヒト皮垢アセトン可溶性分画・パッチテス
ト陽性率が高いことを明らかにした。このことは、成人期本症患者で上半身のいわゆる脂漏部位に皮
膚炎が活発になる臨床的事実と関係すると思われる。すなわち、成人期本症患者では脂漏部位での皮
脂分泌が盛んになるため、ヒト皮垢アセトン可溶性分画と共通する抗原成分の産生が高まり、脂漏部
位における皮疹活発化の一因となっている可能性が考えられる。
以上の研究成果はアトピー性皮膚炎における抗原物質の検索範囲の拡大、発症機序の解明および治
療法の開発に大いに貢献するものと考えられ、本論文を博士（医学）の学位に値するものと認める。
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